
第 1 回 坂井市地域共生社会推進会議  概要 

 

日時／令和 3年 12月 2日（木）15 時 30分～ 

場所／坂井市役所 本庁 3階 大ホール    

出席者 

＜委員＞ 

永田会長、金副会長、奥西委員、相馬委員、山口委員、長谷川委員、谷委員、石川委員、 

阿古江委員、尾崎委員、清水委員、江川委員 

＜市＞ 

坂本市長 

＜事務局＞ 

健康福祉部：千秋 

福祉総務課：半田、佐藤、上田     社会福祉課：佐藤、豊田     高齢福祉課：村中、佐藤 

健康増進課：井上、江川          子ども福祉課：浦、矢尾      保育課：栗原、結城 

まちづくり推進課：青池 

 

内容 

 坂井市福祉保健総合計画に掲げる地域共生社会の実現に向け、福祉保健分野の施策に幅広

い意見を取り入れ、総合的に推進するためにこの会議を設置したこと、①福祉保健総合計画の

進捗確認、②重層的支援体制整備事業の進捗確認、③福祉政策に関することを所掌すること

を確認した。 

 個別計画部会長の委員から、それぞれの計画における取り組みを紹介した。委員からは、各計

画を実施していくうえで、まちづくり分野や教育分野、各種法人等と密接な関わりが必要である

こと、また、それら同士の連携意識も高まっている、との意見があった。 

 重層的支援整備事業について、イメージ図や事例をもとに委員の共通理解を深めた。委員から

は、地域の中での気がかりを見つけることの難しさやアンテナを張り巡らすことの重要性、また、

市町と県との支援の切れ目が課題である等の意見があった。 

 総合計画全体の進捗管理に向けた各個別計画を横断する共通課題について、何を基準にして

いくかを議論した。委員からは、いろんな計画を俯瞰した捉え方はとても面白い、共通して取り

組めるものを見つけていくのは良い、との意見があった。共通課題の基準、見つけ方について

は、優先順位をつけたり、市の重要施策を踏まえたり、方法はいろいろあるので、庁内でさらに

ディスカッションをしながら考えてみてはどうか、との助言があった。 

 次回は、令和 4年 7月頃の開催を予定。各個別計画の総括、共通課題の整理、予算化に向け

た政策課題の確認などを行うことを確認した。 


